
京
都
大
学
国
際
交
流
推
進
機
構
規
程

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
国
立
大
学
法
人
京
都
大
学
の
組
織
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
六
年
達
示
第
一
号
）
第
四
十
七
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
京
都
大
学
国
際
交
流
推

進
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う

）
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

。

（
業
務
）

第
二
条

機
構
は
、
京
都
大
学
に
お
け
る
国
際
交
流
の
推
進
を
図
る
た
め
の
全
学
組
織
と
し
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
。

一

海
外
の
教
育
研
究
機
関
、
国
際
機
関
及
び
国
際
学
術
組
織
と
の
連
携
に
よ
る
学
術
交
流
及
び
留
学
生
交
流
そ
の
他
全
学
的
な
国
際
交
流
事
業
の
企
画
及
び
実
施

二

部
局
が
実
施
す
る
国
際
交
流
事
業
の
支
援

三

そ
の
他
本
学
の
国
際
交
流
の
推
進
に
関
し
必
要
な
業
務

２

研
究
・
国
際
部
は
、
機
構
に
お
い
て
前
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
実
施
に
当
た
る
。

３

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
機
構
が
行
う
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
支
援
を
行
う
。

（
機
構
長
）

第
三
条

機
構
に
、
機
構
長
を
置
く
。

２

機
構
長
は
、
本
学
の
専
任
教
授
の
う
ち
か
ら
、
総
長
が
指
名
す
る
。

３

機
構
長
の
任
期
は
、
二
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

４

機
構
長
は
、
機
構
の
所
務
を
掌
理
す
る
。

５

機
構
長
は
、
本
学
の
国
際
交
流
の
推
進
等
に
つ
い
て
、
国
際
交
流
担
当
の
理
事
を
補
佐
し
、
適
切
な
助
言
を
行
う
。

（
国
際
交
流
委
員
会
）

第
四
条

機
構
に
、
京
都
大
学
に
お
け
る
国
際
交
流
に
関
す
る
重
要
事
項
（
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く

）
を
審
議
す
る
た
め
、
国
際

。

交
流
委
員
会
を
置
く
。

第
五
条

国
際
交
流
委
員
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
委
員
で
組
織
す
る
。

一

国
際
交
流
担
当
の
理
事

二

機
構
長

三

研
究
科(

地
球
環
境
学
堂
を
含
む
。)

の
教
授
又
は
助
教
授

各
一
名

四

研
究
所
の
教
授
又
は
助
教
授

各
一
名

五

セ
ン
タ
ー
の
教
授
又
は
助
教
授

若
干
名

六

附
属
図
書
館
長

七

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長

八

研
究
・
国
際
部
長



九

研
究
・
国
際
部
国
際
交
流
課
長
及
び
研
究
・
国
際
部
留
学
生
課
長

十

そ
の
他
機
構
長
が
必
要
と
認
め
た
教
授
又
は
助
教
授

若
干
名

２

前
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
十
号
の
委
員
は
、
機
構
長
が
委
嘱
す
る
。

３

第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
十
号
の
委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す

る
。

第
六
条

機
構
長
は
、
国
際
交
流
委
員
会
を
招
集
し
、
議
長
と
な
る
。

２

機
構
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
機
構
長
の
指
名
す
る
委
員
が
、
前
項
の
職
務
を
代
行
す
る
。

第
七
条

国
際
交
流
委
員
会
に
、
必
要
に
応
じ
て
小
委
員
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

小
委
員
会
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
第
五
条
第
一
項
の
委
員
以
外
の
者
を
、
そ
の
委
員
と
し
て
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
小
委
員
会
に
加
え
ら
れ
る
委
員
は
、
機
構
長
が
委
嘱
す
る
。

４

前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
小
委
員
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
国
際
交
流
委
員
会
が
定
め
る
。

第
八
条

国
際
交
流
委
員
会
及
び
小
委
員
会
は
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
委
員
以
外
の
者
を
出
席
さ
せ
て
説
明
又
は
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
条

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
国
際
交
流
委
員
会
及
び
小
委
員
会
の
議
事
の
運
営
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
国
際
交
流
委
員
会
が
定
め
る
。

（
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
）

第
十
条

機
構
に
、
京
都
大
学
に
お
け
る
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
事
項
を
審
議
す
る
た
め
、
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
を
置
く
。

２

国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

（
留
学
生
担
当
教
員
連
絡
会
）

第
十
一
条

機
構
に
、
京
都
大
学
に
お
け
る
外
国
人
留
学
生
及
び
学
生
の
海
外
留
学
に
関
す
る
部
局
間
の
連
携
を
図
る
た
め
、
留
学
生
担
当
教
員
連
絡
会
を
置
く
。

２

留
学
生
担
当
教
員
連
絡
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
機
構
長
が
定
め
る
。

（
運
営
委
員
会
）

第
十
二
条

機
構
に
、
そ
の
運
営
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
機
構
長
の
諮
問
に
応
ず
る
た
め
、
運
営
委
員
会
を
置
く
。

第
十
三
条

運
営
委
員
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
委
員
で
組
織
す
る
。

一

機
構
長

二

国
際
交
流
委
員
会
委
員
長

三

国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
委
員
長

四

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長

五

国
際
交
流
委
員
会
の
委
員

若
干
名

六

学
生
部
長
及
び
研
究
・
国
際
部
長

七

研
究
・
国
際
部
国
際
交
流
課
長
及
び
研
究
・
国
際
部
留
学
生
課
長

八

そ
の
他
機
構
長
が
必
要
と
認
め
た
者

若
干
名



２

前
項
第
五
号
及
び
第
八
号
の
委
員
は
、
機
構
長
が
委
嘱
す
る
。

３

第
一
項
第
八
号
の
委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

第
十
四
条

第
六
条
、
第
八
条
及
び
第
九
条
の
規
定
は
、
運
営
委
員
会
の
場
合
に
準
用
す
る
。

（
機
構
に
関
す
る
事
務
）

第
十
五
条

機
構
に
関
す
る
事
務
は
、
研
究
・
国
際
部
に
お
い
て
行
う
。

（
内
部
組
織
に
関
す
る
委
任
）

第
十
六
条

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
機
構
の
内
部
組
織
に
つ
い
て
は
、
機
構
長
が
定
め
る
。

（
雑
則
）

第
十
七
条

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
本
学
の
国
際
交
流
の
推
進
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
国
際
交
流
委
員
会
の
議
を
経
て
機
構
長
が
定
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
京
都
大
学
国
際
交
流
委
員
会
規
程
等
の
廃
止
）

第
二
条

次
に
掲
げ
る
規
程
は
、
廃
止
す
る
。

一

京
都
大
学
国
際
交
流
委
員
会
規
程
（
昭
和
五
十
二
年
達
示
第
三
十
五
号
）

二

京
都
大
学
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
規
程
（
平
成
十
年
達
示
第
七
十
九
号
）

（
京
都
大
学
国
際
交
流
会
館
規
程
の
一
部
改
正
）

第
三
条

京
都
大
学
国
際
交
流
会
館
規
程
（
昭
和
五
十
七
年
達
示
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
を
削
り
、
第
三
条
を
第
四
条
に
、
第
二
条
の
二
を
第
三
条
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
第
二
条
の
二
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
る
。

（
国
際
交
流
委
員
会
委
員
の
任
期
の
特
例
）

第
四
条

こ
の
規
程
の
施
行
後
最
初
に
委
嘱
す
る
第
五
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
十
号
の
委
員
の
任
期
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
委
員

ご
と
に
機
構
長
が
定
め
る
。


